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  ①親睦機能(住民相互の連絡、スポーツ、レクリエーション、文化祭、祭礼、慶弔) 
  ②共同防衛機能(防災、防火、防犯、交通安全) 
  ③環境整備機能(下水・街路灯・道路・ゴミ・集会所管理、地区清掃) 
  ④行政補助機能(広報など各種行政連絡の伝達、募金) 
  ⑤圧力団体機能(行政への陳情・要望) 
  ⑥地域の統合・代表機能(指呼の名をもって地域を代表) 
 
 これらの機能を踏まえた自治会の特徴としては次の５点が挙げられる。 
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  ①一定の地域区画を持ち、その区画が相互に重なり合わない。 
  ②世帯(戸)を単位として構成される。 
  ③原則として全世帯(全戸)加入の考え方に立つ。 
  ④地域の諸問題に包括的に関与する(公共私の全体にかかわる事業を担当)。 






  ①住民の参画意識の低下 
  ②会員減 
  ③行政からの賛助の減額 
  ④財政の困窮 
























































  ①地縁組織の本部事務所機能 
  ②さまざまな地域団体のための日常的な活動拠点としての機能 
  ③多くの住民の憩いの場としての機能 
  ④関西学院大学神戸三田キャンパスとの共働の場としての機能 









  ②さまざまな地縁組織による活動の縦割り化を改善できる可能性 
  ③地域における住民相互の共働意識が深まり、横軸連携のためのコミュニティの形成でき
る可能性 
  ④学生数 4500人の関西学院大学神戸三田キャンパス、900人の県立三田祥雲館高校を有
効に活用し、まちと大学･高校の学民連携のモデルを構築できる可能性 
を掲げた 
 
 地縁組織は地縁を媒介として成立しているが故に、少子高齢化や若者の結婚に対する意識の
変化に起因する「無縁社会」に社会が変化する中、地縁という関係性が薄れて人と人とをつな
ぐ役割が困難になってきている。逆に注目されているのが、新しい公共として現れたＮＰＯや
ボランティア団体、またはそれらを担う個人といったアソシエーション、またはアソシエータ
ーである。 
 住みよいカルチャータウンをつくる会は「この指止まれ」で指に止まったアソシエーション
の一つであったが、地縁組織やその他のアソシエーションとの共働が図れないため、今のとこ
ろ活動は継続していてもこの先どんどんと先細っていくリスクを常に持っている。まち連の活
動は、まち連自体が主体を持たない共働体の輪っかの上に乗っているため、共の行動するアソ
シエーション群が共働のプラットフォームから逸脱しなければ永続的に続いていくものである。
それは横軸連携を基盤とする共働のプラットフォームの強みであるが、事務局機能が疲弊すれ
ば新たな事務局機能を早急に拡充しない限り疲弊を続け、輪っかそのものが内部から崩壊する
リスクを抱えているのも事実である。 
 まちづくりや地域コミュニティの活動の手法はそのときどきで大きく変遷するが、住民相互
の自己実現を果たすという目的は変わることがない。多様性の中で、それをいかに持続させて
いくのかが、新たな担い手となるアソシエーションの役割である。 
 
 
 
 
 
 
